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青森地域広域事務組合

消防本部（長島二丁目） 消防署

□庶 務 課 017-775-0852 □中央消防署（長島二丁目）017-775-0855

□予 防 課 017-775-0853 □東消防署（栄町一丁目）017-741-0613

□警 防 課 017-775-0854 □浪岡消防署（浪岡字稲村）0172-62-3119

□通信指令課 017-775-0851 □平内消防署（平内町沼館）017-755-3119 青森消防【公式】Ｘ

・直射日光の当たる場所、炎天下に駐車している車内など、高い温度になる場所に放置しない。
・ストーブ等の熱源のそばに放置しない。
・充電する際は指定された充電器、ACアダプターを使用する。
・高所からの落下など強い衝撃を与えたり、投げつけたり、変形させたりしない。
・膨張、異音、異臭など異常が生じたものは使用しない。
・回収方法をよく確認し、可燃ごみや不燃ごみなどに混ぜて廃棄するのは絶対にしない。
・購入する際は、「PSEマーク」が付いている製品にする。
※「PSEマーク」とは、電気製品が安全性を満たしていることを示すマークです。

リチウムイオン電池からの火災にご注意ください

リチウムイオン電池って何？
リチウムイオン電池とは、充電が可能で繰り返し利用することができる
電池で、高電圧で高容量、高出力で軽量という特徴があり、小型で大量の
電力を必要とする製品（スマートフォン、ノートパソコン、ゲーム機、加
熱式たばこ、モバイルバッテリー等）に使用されています。

火災の危険性はあるの？
リチウムイオン電池は、過充電や過放電、使用方法を間違えると発熱、破裂、発火と火災の
危険性が大きくなります。

どんな火災が起きたの？
◆事例1
可燃ゴミに混ざって廃棄されたリチウムイオン電池が押
し潰されたことで発火し他の可燃ゴミに着火し、火災と
なっています。
◆事例2
指定された充電器以外の充電器でリチウムイオン電池を
充電したことにより、火災となっています。

リチウムイオン電池からの火災を防止するためには？




